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2018年9月北海道胆振東部地震災害
緊急合同調査団報告会

調査・全体被害概要

(公社) 土木学会北海道支部
2018年9月北海道胆振東部地震災害緊急合同調査団

団 長 木幡 行宏（室蘭工業大学）

2018年9月北海道胆振東部地震災害緊急合同調査団報告会
2018年12月15日(土) 北海道大学学術交流会館 小講堂
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平成30年北海道胆振東部地震の概要

地震発生日時 平成30年9月6日 午前3時7分
マグニチュード 6.7
震源地及び深さ 北海道胆振地方中東部（北緯42.7度，東経142.0度）
深さ 37 km
発震機構 東北東－西南西方向に圧力軸を持つ逆断層型

震度 最大震度7 厚真町

6強 安平町，むかわ町

6弱 千歳市（新千歳空港），札幌市東区，日高町門別，平取町

5強 札幌市北区，白石区，手稲区，清田区，
苫小牧市，江別市，三笠市，恵庭市，
長沼町，新ひだか町静内，新冠町

5弱 札幌市厚別区，豊平区，西区，函館市，室蘭市，岩見沢市，

登別市，伊達市，北広島市，石狩市，新篠津村，南幌町，
由仁町，栗山町，白老町

4～1 北海道～中部地方の一部

内閣府HP：平成30年北海道胆振東部地震に係る被害状況等について
（平成30年10月29日17:30現在）
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緊急合同調査団の結成経緯と目的

「平成30年北海道胆振東部地震」は，北海道では，これまでほと
んど経験がない最大震度7を記録した直下型地震であり，厚真町で

広範囲にわたる大規模斜面崩壊や札幌市清田区で液状化被害が発
生するなど，甚大な被害がもたらされた。

土木学会北海道支部では，本地震による被害が甚大であり社会
的インパクトが大きいことから，学術的観点による被害状況の把
握を行うために，北海道地方を中心とした官・学のメンバーから
なる調査団（団長：木幡行宏（室蘭工大教授）を編成し，地盤工
学会と連携して，「2018年9月北海道胆振東部地震緊急合同調査
団」を9月12日に結成した。

結成経緯

目的
平成30年北海道胆振東部地震による土木分野における被

害状況の把握や災害発生要因の検討等を行うための地震
被害調査およびその情報発信を行う。
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土木学会北海道支部の主な対応
9月 6日(木) 地震発生

9月 7日(金) 先遣隊調査（地盤工学会）
～ 8日(土) 厚真町，安平町，札幌市清田区，北区，東区

9月 9日(日) 先遣隊調査（土木学会地震工学委員会）
札幌市清田区，厚真町

9月12日(水) 土木学会北海道支部に土木学会北海道支部・地盤工学会2018年9月北
海道胆振東部地震災害緊急合同調査団を結成

土木学会に2018年9月北海道胆振東部地震対策本部を設置

「平成30年北海道胆振東部地震による地盤災害緊急報告会」
主催：地盤工学会，共催：土木学会，日大駿河台キャンパス

9月14日(金) 土木学会北海道支部 合同調査団先遣隊 現地調査
日高町，むかわ町，厚真町

9月21日(金) 2018年9月北海道胆振東部地震の被害調査速報会
主催：土木学会地震工学委員会，東京電機大東京千住キャンパス
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土木学会北海道支部の対応

10月 2日(火) 土木学会会長，土木学会北海道支部 合同調査団団長ほか 現地視察
厚真町，札幌市清田区里塚

平成30年北海道胆振東部地震による地盤災害調査団 速報会
主催：地盤工学会，共催：土木学会

北海道大学フロンティア応用科学研究棟2Fレクチャーホール

10月3日(水)以降 調査団員による個別調査

12月15日(土) 2018年9月北海道胆振東部地震災害緊急合同調査団報告会(第1回)
主催：土木学会北海道支部，共催：地盤工学会

北海道大学学術交流会会館 小講堂

2019年
1月27日(日) 2018年9月北海道胆振東部地震災害緊急合同調査団報告会(第2回)

主催：土木学会北海道支部，共催：地盤工学会
苫小牧工業高等専門学校
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・死者41人
札幌市1人，苫小牧市2人，厚真町36人，むかわ町1人，新ひだか町1人

・重傷18人
栗山町1人，札幌市1人，江別市1人，北広島市1人，石狩市1人，苫小牧市6人，
安平町2人，むかわ町2人， 新冠町2人， 帯広市1人， 士幌町2人

・軽傷731人
三笠市2人，芦別市1人， 由仁町2人， 札幌市295人， 江別市4人，千歳市11人，
恵庭市3人，北広島市6人， 石狩市1人， 室蘭市2人， 苫小牧市15人，
伊達市1人，厚真町61人， 安平町10人， むかわ町250人，日高町36人，
平取町3人，函館市10人， 帯広市12人， 本別町1人， 幕別町2人， 音更町1人，
厚岸町1人，猿払村1人

人的被害

平成30年北海道胆振東部地震の被害概要

内閣府HP：平成30年北海道胆振東部地震に係る被害状況等について
（消防庁情報：10 月29 日17:30 現在）
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・全壊409棟
札幌市８３棟、江別市１棟、千歳市１棟、北広島市１７棟、厚真町９２棟、
安平町８７棟、むかわ町２６棟、日高町２棟

・半壊1,262棟
由仁町２棟、札幌市４９８棟、江別市１６棟、千歳市１棟、北広島市１７棟、
登別市１棟、厚真町２７８棟、安平町３２０棟、むかわ町７３棟、
日高町５２棟、平取町３棟、函館市１棟

・一部破損8,463棟
夕張市１棟、美唄市４棟、三笠市１４棟、深川市１棟、由仁町９棟、長沼町２５棟、
栗山町１２棟、沼田町１棟、南幌町２棟、札幌市３，３０７棟、江別市１１２棟、
千歳市１４８棟、恵庭市５棟、北広島市１５７棟、石狩市４棟、室蘭市３１棟、
苫小牧市４４棟、登別市２１棟、白老町３棟、 厚真町７７６棟、洞爺湖町１棟、
安平町２，４６３棟、 むかわ町７６９棟、日高町３８４棟、平取町１２５棟、
新ひだか町３３棟、函館市８棟、森町２棟、帯広市１棟

建物被害（住宅被害）

平成30年北海道胆振東部地震の被害概要

内閣府HP：平成30年北海道胆振東部地震に係る被害状況等について
（消防庁情報：10 月29 日17:30 現在）
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・2,249棟
札幌市２７棟、江別市６棟、厚真町１，１８１棟、安平町８８１棟、
むかわ町１５３棟、平取町１棟

建物被害（非住家被害）

平成30年北海道胆振東部地震の被害概要

内閣府HP：平成30年北海道胆振東部地震に係る被害状況等について
（消防庁情報：10 月29 日17:30 現在）

・室蘭市の石油コンビナート施設
（新日鐵住金(株)室蘭製鐵所）で火災１件発生
９月６日１０時２６分鎮火

・厚真町の火力発電所施設

（苫東厚真火力発電所）で火災１件発生
９月６日１０時１５分鎮火

重要施設等の被害
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・電 力
最大停電戸数：約２９５万戸（６日３：０８時点）
地滑りによる鉄塔の倒壊２基周辺地の地崩れ確認

北海道電力管内のほぼ全域で電力が止まる「ブラックアウト」が発生

・都市ガス
被害なし

・水 道
北海道内の44 市町村において最大68,249 戸の断水が発生

ライフライン

平成30年北海道胆振東部地震の被害概要

内閣府HP：平成30年北海道胆振東部地震に係る被害状況等について
（消防庁情報：10 月29 日17:30 現在）
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平成30年北海道胆振東部地震の被害概要

国土交通省HP：平成３０年北海道胆振東部地震による被害状況等ついて（第27報）
（10 月29 日16:00 現在）

土砂災害発生状況 223件
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３水系６河川３２箇所（全箇所で対策完了）国管理河川

道管理河川

平成30年北海道胆振東部地震の被害概要

国土交通省HP：平成３０年北海道胆振東部地震による被害状況等ついて（第27報）
（10 月29 日16:00 現在）

河川被害 270箇所

港湾被害 6港

６水系７河川３８箇所（ほぼ対策完了，一部復旧中）
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一部において路面の段差や亀裂等の損傷は発生したものの大き
な被害なし（道東自動車道１区間，日高自動車道３区間）。

9/9朝までに全線で通行止め解除（全箇所で対策完了）。

高速道路

直轄国道

平成30年北海道胆振東部地震の被害概要

国土交通省HP：平成３０年北海道胆振東部地震による被害状況等ついて（第27報）
（10 月29 日16:00 現在）

道路被害 通行止め14区間

鉄道被害

被害なし

鉄道土木構造物に大きな被害はなかったが，軌道変位が多数発
生し，一部，徐行運転を行った。

日高線の厚真川橋梁で桁の目違いが発生し，列車運休となった
が，現在は，勇払～鵡川間は徐行運転で復旧
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ご清聴ありがとうございました。

平成30年北海道胆振東部地震により，お亡くなりにな
られた方々に心よりお悔やみを申し上げますとともに，
被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
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